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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 部分最小自乗回帰を用いた収量構成要素（葉数、葉長、葉幅、単位面積重）による推定、及び気象情
報と生育情報による推定の２種類のモデルを組み合わせ、判定しようとする地域の気象情報と生育情報
（移植３０日後、心止期）を入力することにより、葉分毎の収量構成要素及び収量を客観的に把握できる
エクセルファイルを作成した（図１、２）。 
 利用した推定モデルは下のとおりである。 
（１）収量推定モデル１（収量構成要素を用いた収量推定） 
 栽培条件をシルバーマルチによる高畦栽培（無倍土）に限定することで、予測精度を高めて収量を推
定するモデルである。自由度修正済決定係数をみると0.801と当てはまりは非常によく、実収量と推定収
量の関係をみると、実収量に対し誤差5％範囲に約81％が、2.5％範囲に51％が存在した。 
（２）収量推定モデル２（気象情報及び生育情報を用いた収量推定） 
 栽培体系に左右されず、広範囲の収量を推定するモデルである。自由度修正済決定係数をみると、
0.739で当てはまりが良く、実収量と推定収量の関係をみると、推定モデル１と比べややばらつきがみら
れ、実収量に対し誤差5％範囲に70％、2.5％範囲に35％が存在した。 
 

２ 期待される効果

 移植30日後及び心止期の生育情報を入力することにより、ほ場単位で収量構成要素及び収量を
把握することができ、作柄判定等の補完技術として利用が期待される。

３ 適用範囲

 県内葉たばこ栽培地域

４ 普及上の留意点

(1) パソコン・エクセルの所持及び気象情報の簡易入手のためにインターネットへの接続が必要であ
る。

(2) 生育状況から診断を行っているため、気象災害や病虫害による減収は推定値に加味されていな
い。

(3) 各収量構成要素は、シルバーマルチによる高畦栽培（無培土）による推定である。

(4) 極端に大きい又は小さい数値が入力された場合、推定誤差が大きくなる可能性がある。

Ⅱ具体的データ等



図１ 簡易生育診断ファイルの入力及び診断結果の表示画面

図２ 簡易生育診断ファイルのフローチャート
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